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内
閣
衆
質
一
六
八
第
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六
四
号

平
成
二
十
年
一
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
平
岡
秀
夫
君
提
出
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
平
岡
秀
夫
君
提
出
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
は
、
社
団
法
人
日
米
平
和
・
文
化
交
流
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
立
入
検
査
に
つ
き
、

現
時
点
で
具
体
的
な
日
程
等
は
決
定
し
て
い
な
い
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

安
全
保
障
研
究
所
（
以
下
「
安
保
研
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
九
月
、
社
団
法
人
日
米
文
化
振
興
会
（
当

時
。
以
下
「
振
興
会
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
外
務
大
臣
命
令
を
発
出
し
振
興
会
と
安
保
研
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た

結
果
、
振
興
会
か
ら
は
、
同
年
十
二
月
ま
で
に
、
安
保
研
は
振
興
会
の
組
織
か
ら
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
旨
の
回
答
を
得
て

い
る
。
御
指
摘
の
中
山
外
務
大
臣
政
務
官
の
答
弁
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
当
時
、
安
保
研
は
振
興
会
の
附
属
機
関
で
あ

っ
た
と
の
説
明
を
受
け
て
い
た
た
め
、
当
時
の
安
保
研
の
体
制
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
に
振
興
会
か
ら
名
称
変
更
を
行
っ

た
協
会
に
対
し
照
会
を
行
い
、
回
答
を
得
た
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
矛
盾
は
な
い
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
何
ら
か
の
関
与
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
期
間
中
に
国
会
議
員
か
ら
振
興
会

一



に
関
連
し
、
具
体
的
な
監
督
の
在
り
方
等
の
意
見
が
外
務
省
に
対
し
て
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
外
務
省
が
保
有
す
る
文
書
か
ら

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
「
契
約
の

性
質
又
は
目
的
が
競
争
を
許
さ
な
い
場
合
」
及
び
「
緊
急
の
必
要
に
よ
り
競
争
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
」
に
該
当

す
る
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
と
し
て
、
当
時
安
保
研
を
附
属
す
る
と
し
て
い
た
振
興
会
は
、
米
国
国
家
安
全
保
障
会
議
、
米
国
防
衛
分
析

研
究
所
等
の
メ
ン
バ
ー
と
良
好
な
関
係
を
有
し
て
い
る
唯
一
の
公
益
法
人
と
判
断
し
た
こ
と
等
か
ら
随
意
契
約
を
行
っ
た
も

の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
発
言
を
根
拠
と
し
て
随
意
契
約
を
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
早
急
に
危
険
物
質
の
処
理
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
、
海
外
の
事
例
等
に
関
す
る
知
見
の
収
集
を
早
期
に
行
う
た
め
に
は
、
米

へ
い

国
の
化
学
兵
器
専
門
家
を
招
聘
す
る
等
の
実
績
を
有
し
て
い
た
振
興
会
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
も

の
で
あ
る
。

二



（
�
）
の
�
に
つ
い
て

協
会
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
山
田
康
夫
氏
は
既
に
協
会
に
在
籍
し
て
い
な
い
が
、「
寒
川
地
区
に
お
け
る
危
険
物
質
に
関

す
る
調
査
業
務
」
を
実
施
し
た
時
点
に
お
い
て
、
振
興
会
の
研
究
員
で
あ
り
、
株
式
会
社
山
田
洋
行
の
社
員
や
同
社
か
ら
の

出
向
者
で
は
な
か
っ
た
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

「
寒
川
地
区
に
お
け
る
危
険
物
質
に
関
す
る
調
査
業
務
」
の
報
告
書
に
は
、
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
の
道
路
の
建
設
工

事
現
場
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
危
険
物
質
の
無
害
化
処
理
に
関
す
る
海
外
の
専
門
家
か
ら
得
ら
れ
た
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
特
定
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
推
奨
す
る
旨
の
記
述
や
、
当
該
処
理
に
要
す
る
費
用
の
見
積
り
に
つ
い
て
の
記
載
は
な

い
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

防
衛
庁
（
当
時
）
及
び
外
務
省
が
国
土
交
通
省
に
対
し
て
行
っ
た
情
報
提
供
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い

な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
時
、
国
土
交
通
省
か
ら
、
苅
田
港
等
に
お
け
る
老
朽
化
化
学
兵
器
及
び
中
国
に
お
け
る
遺
棄

化
学
兵
器
の
無
害
化
処
理
の
方
法
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
認
識
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三



な
お
、
当
時
、
国
土
交
通
省
で
は
、
独
自
に
、
苅
田
港
等
に
お
け
る
老
朽
化
化
学
兵
器
及
び
中
国
に
お
け
る
遺
棄
化
学
兵

器
の
無
害
化
処
理
に
つ
い
て
の
情
報
は
入
手
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

「
苅
田
港
等
老
朽
化
化
学
兵
器
に
関
す
る
調
査
等
委
託
」
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格
は
、
当
時
の
支
出
負
担
行

為
担
当
官
で
あ
る
防
衛
庁
管
理
局
会
計
課
会
計
管
理
官
の
権
限
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

振
興
会
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
三
月
十
日
に
「
競
争
参
加
を
希
望
す
る
地
域
」
、
「
希
望
す
る
資
格
の
種
類
」
及
び

「
営
業
品
」
に
つ
い
て
参
加
資
格
の
変
更
登
録
が
な
さ
れ
た
が
、
変
更
前
の
登
録
内
容
等
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
く
、
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
振
興
会
が
参
加
資
格
の
変
更
を
申
請
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
担
当
者
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
記
録
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

四



御
指
摘
の
「
安
保
研
の
報
告
書
」
は
、
苅
田
港
等
に
お
い
て
当
初
発
見
さ
れ
た
五
十
七
発
の
老
朽
化
化
学
兵
器
の
無
害
化

処
理
の
方
法
に
関
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
同
港
内
で
新
た
に
多
数
の
磁
気
異
常
点
が
確
認
さ

れ
た
た
め
、
改
め
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
新
た
に
発
見
さ
れ
る
多
数
の
老
朽
化
化
学
兵
器
の
無
害
化
処
理
も
念
頭
に
置
く

と
、
制
御
爆
破
方
式
が
加
熱
爆
破
方
式
に
比
べ
優
れ
て
い
る
と
一
概
に
判
断
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
般
競
争
入
札
の

競
争
性
も
考
慮
し
、
苅
田
港
等
に
お
け
る
老
朽
化
化
学
兵
器
の
無
害
化
処
理
に
係
る
契
約
の
仕
様
書
に
お
い
て
「
解
体
（
前

処
理
）
技
術
と
し
て
、
爆
破
法
」
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
安
保
研
の
報
告
書
」
に
お
け
る
費
用
の
見
積
り
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
九
年
十
二
月
十
一
日

内
閣
衆
質
一
六
八
第
二
八
五
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。）
�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で

あ
り
、
本
処
理
事
業
の
一
般
競
争
入
札
に
係
る
予
定
価
格
は
、
入
札
に
先
立
ち
作
成
し
た
仕
様
書
に
基
づ
き
事
業
者
が
作
成

し
た
見
積
書
及
び
市
場
価
格
等
を
参
考
に
、
防
衛
庁
（
当
時
）
に
お
い
て
査
定
し
て
積
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

苅
田
港
等
に
お
け
る
老
朽
化
化
学
兵
器
の
無
害
化
処
理
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
化
学
兵
器
の
種
類
、
数
量
、
腐
食
の
度
合

五



い
等
の
事
情
に
応
じ
て
、
適
切
な
方
法
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
調
査
研
究
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
費
用
の
差
」
に
つ
い
て
は
、
前
回
答
弁
書
�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ

る
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所
が
落
札
し
た
理
由
は
、
一
般
競
争
入
札
の
実
施
に
当
た
り
設
け
ら
れ
た
競
争
参
加
資
格
を
満
た
し

た
者
に
よ
る
競
争
に
お
い
て
最
低
価
格
入
札
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
�
）
の
�
に
つ
い
て

前
回
答
弁
書
�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
�
）
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

防
衛
省
に
お
い
て
、
当
時
の
事
実
関
係
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所
に
対
し
照
会
中
で
あ
る
。

六


